
後
烏
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造

呉
　
　
羽

長

25

　
承
久
三
（
＝
二
二
）
年
五
月
、
北
条
義
時
追
討
の
院
宣
を
発
し
討
幕
の
兵
を
挙

げ
た
後
鳥
羽
上
皇
は
、
官
軍
方
の
敗
戦
に
よ
り
乱
後
幕
府
の
冷
酷
な
処
置
を
蒙
る
こ

と
と
な
っ
た
。
七
月
七
日
院
政
を
廃
さ
れ
翌
日
出
家
、
更
に
隠
岐
国
へ
の
遷
幸
を
強

い
ら
れ
る
。
十
三
日
京
都
を
発
し
た
院
は
二
十
七
日
出
雲
国
美
保
関
到
着
、
比
地
で

随
伴
し
て
き
た
侍
・
女
官
・
医
師
ら
を
残
し
て
、
便
船
に
て
八
月
四
日
隠
岐
国
に
到

っ
た
。
時
に
院
四
十
二
歳
、
以
後
十
九
年
に
わ
た
る
在
島
の
後
、
帰
京
の
思
い
か
な

わ
ぬ
ま
ま
延
応
元
（
二
＝
二
九
）
年
二
月
二
十
七
日
六
十
歳
で
同
地
に
崩
じ
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
流
鼠
を
『
吾
妻
鏡
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
○
（
七
月
）
十
三
日
乙
未
。
上
皇
自
二
烏
羽
行
宮
一
遷
■
御
隠
岐
国
－
甲
冑
勇
士
囲
二

　
　
御
輿
前
後
－
御
共
女
房
両
三
輩
。
内
蔵
頭
清
範
入
道
也
。
但
彼
入
道
。
自
二
路

　
　
次
一
俄
被
二
召
返
一
之
間
。
施
薬
院
使
長
成
入
道
。
左
衛
門
尉
能
茂
入
道
等
。
追

　
　
令
二
参
上
一
云
々
。
（
中
略
）

　
　
○
廿
七
日
庚
戌
。
上
皇
着
ヨ
御
干
出
雲
国
大
浜
湊
－
於
二
比
所
一
迂
一
座
御
船
「
御
共

　
　
勇
士
等
給
レ
暇
。
大
略
以
版
洛
。
付
二
彼
便
風
「
被
レ
献
二
御
歌
於
七
条
院
井
修
明

　
　
門
院
筆
云
云
。

　
　
　
タ
ラ
チ
メ
ノ
消
ヤ
ラ
テ
マ
ツ
露
ノ
身
ヲ
風
ヨ
リ
サ
キ
ニ
イ
カ
テ
ト
ハ
マ
シ

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
杜
会
科
学
）
第
二
十
巻
　
二
五
～
三
八
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
シ
ル
ラ
メ
ヤ
憂
メ
ヲ
ミ
ヲ
ノ
浦
千
鳥
嶋
々
シ
ホ
ル
袖
ノ
ケ
シ
キ
ヲ
（
中
略
）

　
　
○
（
八
月
）
五
日
丙
辰
。
上
皇
遂
着
「
御
隠
岐
国
阿
摩
郡
苅
田
郷
－
仙
宮
者
改
二

　
　
翠
帳
紅
閨
於
柴
扉
桑
門
－
所
者
亦
雲
海
況
々
而
不
レ
弁
二
南
北
一
者
。
無
レ
得
二
雁
書

　
　
青
鳥
之
便
－
姻
波
漫
々
而
迷
二
東
西
一
之
故
也
。
不
レ
知
銀
兎
赤
鳥
之
行
度
。
只
離

　
　
宮
之
悲
。
城
外
之
恨
。
増
悩
二
叡
念
一
御
許
也
云
云
。
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
所
収

　
　
本
に
拠
る
）

　
隠
岐
島
前
で
は
そ
の
行
在
所
が
あ
っ
た
中
ノ
島
を
中
心
に
後
鳥
羽
院
を
め
ぐ
る
伝

説
が
こ
の
地
固
有
の
伝
承
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
後
鳥
羽
院
の
隠
岐

来
島
伝
説
は
、
都
側
で
の
院
の
配
流
に
関
る
悲
劇
的
話
が
史
実
に
基
い
て
な
さ
れ
て

い
る
の
に
依
拠
し
附
随
す
る
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
都
側
の
物
語
性
を
も
っ

た
配
流
課
は
、
島
内
の
伝
承
を
み
て
も
判
然
と
し
な
い
が
、
「
我
こ
そ
は
新
島
守
よ
」

の
歌
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
『
承
久
記
』
『
増
鏡
』
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
都
の

こ
の
上
な
く
高
貴
で
風
雅
な
人
が
不
幸
に
も
隠
岐
に
流
さ
れ
こ
の
地
で
没
す
る
と
い

う
非
日
常
的
話
を
島
の
人
々
は
自
分
達
と
関
ら
せ
、
そ
の
伝
説
を
っ
く
っ
た
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
都
側
で
お
こ
な
わ
れ
た
伝
説
（
院
の
怨
霊
講
な
ど
）
と
は
全
く
無
縁
で
あ
る
。
本

稿
は
、
こ
の
隠
岐
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
伝
説
を
考
察
し
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
よ

昭
和
六
十
一
年
十
二
月

sokyu
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後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）
∵

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
院
を
め
ぐ
る
伝
説
は
、
院
と
和
歌
の
繋
が
り

の
深
さ
を
反
映
し
て
院
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
歌
を
多
く
と
り
こ
め
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
。
そ
の
点
に
着
目
し
、
以
下
院
の
詠
歌
を
め
ぐ
る
伝
承
を
検
討
し
、
そ
の
し
く

み
及
び
成
立
の
事
情
な
ど
を
考
え
、
他
の
院
を
め
ぐ
る
隠
岐
の
語
り
を
勘
案
し
な
が

ら
こ
れ
ら
の
特
質
を
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
お
よ
そ
、
あ
る
人
物
を
め
ぐ
る
伝
説
は
、
そ
の
人
物
と
ゆ
か
り
あ
る
も
の
（
詠
歌
・

遺
品
・
そ
の
人
物
と
関
る
土
地
な
ど
）
を
核
と
し
て
そ
れ
を
説
明
す
る
と
い
う
形
で

非
目
常
性
を
と
り
こ
め
奇
瑞
課
・
悲
話
な
ど
と
し
て
話
の
筋
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が

個
々
の
語
り
の
場
の
状
況
・
要
請
に
応
じ
て
可
動
的
に
語
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
∴
．
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
後
鳥
羽
院
在
隠
岐
伝
説
の
場
合
、
そ
の
核
と
な
る
話

柄
は
近
世
期
に
採
録
さ
れ
た
話
の
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

近
世
に
お
い
て
島
側
の
後
鳥
羽
院
を
め
ぐ
る
話
を
採
録
し
た
文
献
・
資
料
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
O
『
隠
州
視
聴
合
紀
』
（
斎
藤
勘
介
著
、
寛
文
七
（
ニ
ハ
六
七
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
O
『
増
補
隠
州
記
』
（
松
岡
長
政
著
か
、
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
○
『
お
き
濃
す
さ
ひ
』
（
日
置
肥
富
著
、
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
O
『
隠
岐
国
風
土
記
』
（
尾
関
意
仙
著
、
元
文
元
（
一
七
三
六
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
O
『
隠
岐
諸
色
年
代
略
記
』
（
三
沢
喜
右
衛
門
著
、
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
O
『
隠
岐
古
記
集
』
（
大
西
教
保
著
、
文
政
六
（
一
八
二
三
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
O
『
隠
州
風
土
記
』
（
村
尾
茂
郷
著
、
天
保
四
（
一
八
三
三
）
）

　
O
『
隠
島
巡
狩
録
』
上
巻
中
の
「
承
久
仙
陵
紀
」
（
景
山
脩
著
、
文
久
三
（
一
八

　
　
　
（
1
2
）

　
　
六
三
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
O
『
隠
岐
見
聞
誌
』
（
著
者
・
成
立
年
不
詳
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
こ
れ
ら
の
中
で
後
鳥
羽
院
の
在
島
詠
歌
伝
説
を
網
羅
的
に
記

述
し
て
い
る
『
増
補
隠
州
記
』
の
中
の
該
当
記
事
を
左
に
掲
出
す
る
。

　
一
後
鳥
羽
院
ノ
御
陵
　
（
中
略
〉
後
鳥
羽
院
ハ
、
承
久
三
ノ
乱
に
、
武
臣
北
条
義

　
　
時
か
為
に
被
捕
さ
せ
給
ひ
、
七
月
八
日
鳥
羽
に
て
御
錺
り
を
落
シ
給
ひ
、
同
十

　
　
三
日
鳥
羽
出
御
、
同
廿
七
日
出
雲
三
保
関
に
着
御
、
此
処
よ
り
御
舟
二
被
召
、

　
　
京
よ
り
御
供
奉
ノ
人
々
ハ
大
形
御
暇
被
為
下
、
御
母
后
七
条
院
、
女
院
修
明
門

　
　
院
へ
御
歌
を
被
献
と
云
々

　
た
ら
ち
め
の
消
や
ら
で
ま
つ
露
の
身
を
風
よ
り
先
に
い
か
て
と
わ
ま
し

　
し
る
ら
め
や
憂
目
を
三
保
の
浦
干
鳥
鳴
く
々
々
し
ほ
る
袖
の
け
し
き
を

八
月
五
目
、
隠
岐
国
阿
摩
郡
苅
田
郷
二
着
御
あ
り
し
と
云
々
、
承
久
よ
り
十
九

年
ノ
後
、
延
応
元
年
亥
ノ
ニ
月
御
宝
算
六
十
ニ
シ
テ
終
に
御
崩
御
、
同
廿
六
日

勝
田
ノ
寺
二
葬
リ
奉
ル
、
此
君
三
保
関
よ
り
隠
岐
国
江
御
渡
海
之
節

　
我
こ
そ
は
新
島
守
よ
隠
岐
の
海
の
あ
ら
き
浪
風
心
し
て
吹
け

如
斯
被
遊
け
れ
ハ
、
波
欄
暴
風
し
つ
ま
り
し
と
ぞ
、
夜
二
入
月
没
シ
て
湊
も
さ

す
か
に
遠
か
り
け
れ
ハ
、
入
津
無
覚
東
思
召
焼
火
権
現
二
御
祈
誓
在
り
し
に
、

崎
村
ノ
湊
に
神
火
立
て
、
無
善
御
着
船
ま
し
ま
し
け
る
と
、
云
伝
、
比
時
の
御

製
に

　
灘
な
ら
ば
藻
し
ほ
た
く
や
と
お
も
ふ
へ
し
何
を
た
く
藻
の
煙
な
る
ら
ん

其
夜
ハ
崎
村
の
美
保
の
杜
二
御
一
宿
御
製
に

　
命
あ
れ
ハ
か
や
か
軒
端
の
月
も
み
っ
し
ら
ぬ
は
人
の
行
末
の
そ
ら

其
翌
日
、
焼
火
山
江
御
社
参
在
し
に
、
鳥
居
迄
権
現
寺
僧
と
現
し
御
迎
二
出
給

ふ
、
僧
ノ
日
、
船
中
ノ
御
製
に
、
何
を
焼
藻
の
煙
な
る
ら
ん
と
被
遊
侯
を
何
を

焼
火
の
煙
な
る
ら
ん
と
御
直
し
あ
れ
と
あ
り
、
上
皇
、
是
ハ
此
山
ノ
権
現
な
り
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と
、
叡
慮
在
テ
、
そ
れ
迄
ハ
大
山
権
現
ト
申
せ
し
か
、
御
改
焼
火
権
現
と
被
成

寺
ハ
雲
上
寺
ト
云
寺
号
を
被
下
弘
法
大
師
ノ
作
之
薬
師
仏
を
御
寄
進
被
遊
と

也
、
干
今
雲
上
寺
二
在
、
勝
田
山
源
福
寺
二
御
殿
を
建
、
是
に
十
九
年
の
星
霜

送
せ
御
座
、
蛙
の
声
、
松
風
ノ
音
を
聞
召
、
俺
て
、

　
蛙
な
く
勝
田
の
池
の
夕
た
た
み
聞
ま
し
も
の
ハ
松
風
の
音

　
そ
れ
よ
り
勝
田
池
に
蛙
あ
り
て
、
今
も
鳴
事
な
し
、
松
風
の
音
も
吟
敷
な
か
り

し
と
な
り
、
又
源
福
寺
の
寺
家
二
堤
坊
と
云
在
り
、
比
僧
被
召
出
、
当
寺
ノ
来

歴
御
尋
あ
り
し
に
、
止
事
な
き
王
威
に
恐
れ
、
更
に
勅
答
な
し
、
其
時
の
御
狂

歌
に

　
　
と
へ
と
さ
ら
に
か
つ
た
の
寺
の
い
は
れ
を
も
か
く
し
て
胸
に
つ
っ
み
坊
か
な

。
勝
田
山
の
梅
の
盛
を
御
覧
し
て

　
　
思
ひ
出
る
都
の
春
に
か
は
ら
し
な
勝
田
の
山
の
花
の
さ
か
り
は

な
き
人
の
御
忌
目
と
て
、
僧
を
め
さ
れ
し
時
、
御
追
歌
、

　
　
思
ひ
出
て
折
焼
柴
の
夕
け
ふ
り
む
せ
ふ
も
う
れ
し
わ
す
れ
形
身
に

五
月
雨
降
り
っ
＼
き
、
賎
か
手
わ
さ
を
御
覧
あ
り
て
、

　
　
賎
の
女
か
か
た
す
き
麦
を
ほ
し
佳
て
に
う
に
や
す
ら
ん
五
月
雨
の
比

海
士
町
松
尾
山
金
光
寺
へ
御
登
山
被
為
成
、
東
西
南
北
の
海
御
覧
あ
り
テ
、

　
　
し
つ
の
女
か
横
な
し
は
た
を
立
置
て
ま
た
見
る
も
海
ま
た
見
る
も
海

比
外
法
皇
之
被
遊
た
る
隠
岐
百
首
と
て
在

一
黒
木
之
御
所
と
云
て
、
（
中
略
）
元
弘
弐
年
、
後
醍
醐
天
皇
、
北
条
高
時
か
為

　
二
被
捕
当
国
江
左
遷
在
け
る
に
、
（
中
略
）
後
此
黒
木
村
御
所
二
遷
ラ
セ
奉
ル

と
云
伝
也
、
当
初
二
郭
公
在
テ
鳴
事
な
し
、
所
の
も
の
に
、
御
勅
問
い
た
し
け

れ
は
、
勅
答
二
日
、
後
鳥
羽
院
此
所
へ
御
幸
有
し
に
、
郭
公
し
き
り
に
鳴
け
れ

　
ハ
、
上
皇
御
製
に
、

後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

　
　
　
な
け
ハ
聞
き
聞
て
は
む
か
し
の
こ
ひ
し
き
に
此
里
出
よ
山
郭
公

　
　
と
あ
そ
は
さ
れ
た
る
故
に
、
其
後
郭
公
終
に
鳴
事
な
し
と
申
上
ル
、
比
時
、
後

　
　
醍
醐
天
皇

　
　
　
聞
人
も
今
は
な
き
世
に
郭
公
た
れ
に
お
そ
れ
て
鳴
か
ぬ
此
里

　
　
如
此
御
製
有
け
れ
ハ
、
そ
れ
右
又
鳴
由
也

　
さ
き

　
前
に
私
は
後
鳥
羽
院
の
隠
岐
来
島
伝
説
は
都
側
で
の
院
の
配
流
に
関
す
る
悲
話

（
『
増
鏡
』
「
新
島
守
」
・
『
承
久
記
』
な
ど
）
が
史
実
に
基
い
て
な
さ
れ
て
い
る
の
に

依
拠
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
う
し
た
悲
話
が
出
典
の
原
型
を
残
さ

ぬ
ほ
ど
島
側
に
ひ
き
っ
け
ら
れ
て
院
を
め
ぐ
る
話
と
し
て
ふ
く
ら
ま
さ
れ
伝
承
さ
れ

て
い
た
も
の
を
島
の
記
録
と
し
て
書
き
記
す
際
、
そ
の
伝
承
は
再
び
都
側
の
史
実
・

記
録
の
援
用
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。
右
の
『
増
補
隠
州
記
』
の
文
章
で
も
、
後
鳥
羽

院
の
隠
岐
来
島
ま
で
の
経
緯
は
、
本
論
冒
頭
に
掲
げ
た
『
吾
妻
鏡
』
の
文
章
に
負
う

　
　
　
　
（
1
4
）

と
こ
ろ
が
多
い
。
『
隠
州
風
土
記
』
『
隠
岐
古
記
集
』
な
ど
も
院
の
来
島
ま
で
の
経
緯

を
述
べ
る
の
に
『
吾
妻
鏡
』
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。
伝
承
を
筆
記
す
る
際
の
こ
う

し
た
操
作
は
考
察
の
際
配
慮
を
要
す
る
。
た
だ
し
『
増
補
隠
州
記
』
の
場
合
、
ひ
と

と
お
り
後
鳥
羽
院
隠
岐
着
御
及
び
崩
御
ま
で
を
述
べ
て
か
ら
は
（
「
此
君
三
保
関
よ

り
隠
岐
国
江
御
渡
海
之
節
」
以
降
）
、
そ
う
し
た
操
作
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
『
増
補
隠
州
記
』
で
は
後
鳥
羽
院
御
陵
・
黒
木
御
所
を
説
明
す
る
形
で
院
の
隠
岐

で
の
話
が
集
成
さ
れ
て
お
り
、
隠
岐
の
院
を
め
ぐ
る
伝
説
中
の
和
歌
が
ほ
と
ん
ど
収

　
　
　
　
　
（
1
5
）

め
ケ
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
初
よ
り
後
鳥
羽
院
の
隠
岐
の
話
が
右
の
よ
う
に
一
つ
の

（
も
し
く
は
黒
木
御
所
を
め
ぐ
る
話
を
別
し
て
二
つ
の
）
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
『
隠
岐
古
記
集
』
『
隠
州
風
土
記
』
は
『
増
補
隠
州
記
』
と

同
様
、
後
鳥
羽
院
の
事
跡
を
歌
物
語
風
に
語
る
形
態
を
も
っ
が
、
こ
れ
ら
に
し
て
も

隠
岐
の
地
蹟
を
語
る
多
項
目
の
中
の
後
鳥
羽
院
御
陵
の
解
説
と
い
う
一
項
に
す
ぎ
な
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後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

い
。
（
独
立
話
と
し
て
隠
岐
で
の
後
鳥
羽
院
の
あ
り
よ
う
を
綴
る
も
の
は
「
承
久
仙

陵
紀
」
の
み
。
）
『
隠
州
視
聴
合
紀
』
『
隠
岐
見
聞
誌
』
な
ど
は
後
鳥
羽
院
に
ち
な
む

話
が
島
前
の
各
々
の
地
区
の
項
に
分
け
て
採
ら
れ
て
お
り
、
地
縁
性
は
無
視
で
き
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
は
じ
め
は
後
鳥
羽
院
に
関
す
る
話
が
、

各
々
の
地
区
に
根
ざ
す
も
の
と
し
て
散
在
し
、
地
区
ご
と
の
項
に
お
い
て
採
取
さ
れ

掲
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
前
掲
『
増
補
隠
州
記
』
に
他
の
和
歌
と

と
も
に
入
れ
ら
れ
た
「
命
あ
れ
ば
」
の
歌
は
、
崎
の
「
三
保
大
明
神
」
の
項
に

　
　
此
社
ハ
承
久
三
ノ
秋
、
後
鳥
羽
上
皇
左
遷
之
御
旅
行
三
夜
を
明
さ
せ
給
ひ
し
、

　
　
茅
カ
椿
端
ノ
御
製
ハ
、
此
拝
殿
成
ル
ベ
し
、
古
樹
高
生
し
、
神
さ
び
て
見
ゆ

と
重
ね
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
地
区
の
後
鳥
羽
院
と
の
関
り
を
語
る
小

話
が
、
後
鳥
羽
院
御
陵
の
解
説
の
と
こ
ろ
に
吸
収
さ
れ
て
院
の
隠
岐
配
流
の
物
語
と

い
う
独
立
性
を
も
っ
た
話
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
集
成
に
力
を
与
っ
た
の
は

院
の
詠
歌
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
歌
で
あ
っ
た
。
御
陵
を
守
る
源
福
寺
で
は
後
述
の
よ

う
に
後
鳥
羽
院
の
詠
歌
を
多
く
伝
え
て
お
り
、
悲
劇
的
流
離
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
そ

れ
ら
を
語
り
出
す
際
に
、
同
様
の
悲
哀
の
情
を
詠
み
込
ん
だ
他
の
後
鳥
羽
院
詠
歌
を

め
ぐ
る
語
り
が
地
縁
性
を
弱
く
し
て
そ
こ
に
ひ
き
入
れ
ら
れ
、
物
語
的
に
ふ
く
ら
ま

せ
ら
れ
て
院
行
在
所
と
し
て
の
同
寺
を
押
し
出
す
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
そ
う
し
た
吸
収
は
歌
を
含
ん
だ
語
り
に
限
ら
れ
る
。
後
鳥
羽
院
が
崎
へ
上

陸
し
た
際
の
伝
承
の
中
で
、
上
陸
後
渡
海
の
疲
れ
で
院
が
腰
を
お
ろ
し
た
腰
か
け
石

を
め
ぐ
る
話
や
、
崎
か
ら
尾
根
づ
た
い
源
福
寺
へ
向
か
う
途
上
雨
が
降
っ
て
き
て
院

は
松
の
下
で
雨
宿
り
し
た
が
そ
の
地
を
「
天
ケ
谷
」
「
天
ケ
峰
」
と
呼
ぷ
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
伝
え
な
ど
は
そ
の
地
を
離
れ
て
語
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
地
区
ご

と
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
後
鳥
羽
院
の
和
歌
を
め
ぐ
る
伝
説
が
そ
う
し
た
地
区
ご
と
の
和
歌
伝
承
の
集
成
と

す
る
と
、
そ
れ
ら
は

　
ω
崎
へ
の
上
陸
を
め
ぐ
る
伝
承

　
②
上
陸
時
の
焼
火
山
と
の
交
渉
を
め
ぐ
る
伝
承

　
③
行
在
所
源
福
寺
に
お
け
る
伝
承

　
ω
別
府
黒
木
御
所
で
の
後
鳥
羽
院
と
後
醍
醐
天
皇
の
ほ
と
と
ぎ
す
を
め
ぐ
る
詠
歌

　
　
の
奇
瑞
の
伝
承

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
各
々
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

二

後
鳥
羽
院
の
崎
上
陸
講
は
現
在
次
の
よ
う
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
後
鳥
羽
上
皇
は
、
目
に
ち
な
ん
か
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
け
ど
、
沖
あ
い
で
し

　
け
に
あ
わ
れ
た
ん
で
す
け
ん
な
。
そ
い
で
、

　
　
　
我
こ
そ
は
新
島
守
よ
隠
岐
の
海
の
荒
き
波
風
心
し
て
吹
け

　
　
　
　
み

　
と
い
う
御
歌
を
詠
ま
れ
て
ね
、
そ
ろ
そ
ろ
浪
が
静
ま
っ
て
。
で
、
崎
の
灘
へ
着

　
か
れ
て
ね
。
そ
し
て
今
度
、
灘
に
こ
し
か
け
の
岩
ち
ゅ
う
の
が
今
で
も
あ
っ
で

　
す
が
ね
。
そ
こ
で
一
泊
せ
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
で
、
宿
を
頼
ん
だ
け
ど
、
誰

　
も
、
お
そ
れ
お
お
い
言
う
て
、
宿
を
し
て
あ
げ
る
人
が
な
く
て
ね
、
神
社
で
そ

　
の
お
泊
り
に
な
ら
れ
た
。
一
夜
を
あ
か
さ
れ
た
で
す
。
神
社
の
そ
の
、
拝
殿
ち

　
ゅ
う
の
が
茅
葺
で
ね
、
昔
の
、
そ
れ
が
も
う
、
あ
す
こ
こ
こ
、
痛
ん
ど
っ
て

　
ね
、
で

　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
命
あ
れ
ば
茅
家
の
隈
の
月
も
見
じ

　
で
、
非
常
に
こ
の
よ
う
に
歎
か
わ
れ
て
ね
、
こ
う
い
う
あ
ば
ら
屋
で
ね
、
そ
の

　
す
ご
さ
れ
ね
ば
な
ら
ん
が
ち
ゅ
う
、
悲
惨
な
く
ら
い
で
す
わ
ね
。
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そ
い
で
、
そ
こ
か
ら
今
度
、
山
を
越
し
て
、
隠
岐
神
社
、
今
の
御
陵
の
と
こ

　
　
ろ
へ
お
い
で
に
な
ら
れ
た
、
あ
そ
こ
は
、
げ
ん
ぷ
く
寺
ち
ゅ
う
基
言
宗
の
お
寺

　
　
だ
っ
た
ん
で
す
だ
。
で
、
そ
こ
で
今
度
十
四
日
に
清
掃
、
私
は
ま
あ
行
き
ま
す

　
　
が
。
ど
ん
な
ふ
う
に
な
る
や
ら
。

　
　
（
以
下
略
）
（
島
根
大
学
昔
話
研
究
会
編
『
隠
岐
島
前
民
話
集
』
昭
五
二
⊥
二
、

　
　
話
者
は
明
三
五
生
の
男
）

　
右
の
語
り
の
中
で
「
命
あ
れ
ば
茅
家
の
隈
の
月
も
見
じ
」
は
前
掲
『
増
補
隠
州
記
」

中
の
「
命
あ
れ
ハ
か
や
か
軒
端
の
月
も
み
っ
云
云
」
の
歌
が
こ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
語
り
が
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
『
増
補
隠
州
記
』

な
ど
に
歌
を
中
心
に
採
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
．
「
我
こ
そ
は
」
「
命
あ
れ
ば
」

の
両
歌
は
各
々
『
遠
鳥
百
首
』
雑
部
（
9
3
・
9
9
、
こ
の
歌
番
号
は
続
群
書
類
従
所
収

本
の
歌
の
配
列
に
拠
る
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
「
命
あ
れ
ば
」
の
歌
は
初
句
「
限

あ
れ
ば
」
と
し
て
入
集
。
）
こ
の
う
ち
「
我
こ
そ
は
」
の
歌
は
『
承
久
記
』
『
増
鏡
』

に
も
あ
り
、
と
も
に
行
在
所
に
着
い
て
か
ら
間
も
な
い
折
の
詠
出
と
し
て
い
る
が
、

隠
岐
の
伝
承
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
が
出
雲
美
保
関
か
ら
隠
岐
へ
渡
る
折
の
詠
出
と
す

る
。
は
じ
め
て
隠
岐
へ
向
か
う
際
の
歌
と
し
て
そ
の
詠
出
が
劇
的
に
提
え
ら
れ
て
語

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
命
令
口
調
に
よ
っ
て
っ
く
ら
れ
る
独
特
な
悲
壮
さ
故
に
後

鳥
羽
院
の
隠
岐
流
鼠
の
愁
嘆
を
象
徴
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
（
こ
の
歌
に
つ
い

て
は
次
節
で
も
検
討
す
る
。
）

　
ま
た
「
命
あ
れ
ば
」
の
歌
で
「
か
や
が
軒
端
の
月
」
を
伝
承
の
中
で
は
破
れ
た
茅

ぷ
き
の
屋
根
か
ら
月
の
光
が
漏
れ
て
き
た
も
の
と
解
し
て
、
後
鳥
羽
院
を
そ
う
し
た

粗
末
な
神
杜
の
拝
殿
に
宿
ら
せ
ざ
る
を
え
な
い
島
民
の
お
そ
れ
多
さ
の
思
い
を
伝
え

て
い
る
。
こ
の
拝
殿
は
こ
う
し
た
故
事
を
も
っ
故
に
何
度
ふ
き
か
え
て
も
雨
漏
り
が

な
お
ら
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
（
野
津
龍
氏
『
隠
岐
島
の
伝
説
」
）
。
初
句
を

　
　
　
　
　
　
後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

「
か
ぎ
り
あ
れ
ば
」
と
し
た
こ
の
歌
は
『
遠
島
百
首
』
第
一
類
本
・
第
二
類
本
（
田

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

村
柳
壱
氏
の
分
類
に
よ
る
。
　
一
類
か
ら
五
類
ま
で
の
順
で
作
晶
改
訂
の
経
過
を
示

す
。
）
に
は
な
く
、
第
三
類
本
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
遠
嶋
百
首
　
後
鳥
羽
院
』
（
貞

清
親
王
筆
）
で
は
秋
歌
と
し
て
あ
り
、
他
の
第
三
類
本
（
上
田
市
立
図
書
館
花
月
文

庫
蔵
『
後
鳥
羽
院
遠
嶋
百
首
』
）
及
び
第
四
類
・
第
五
類
本
で
は
雑
部
に
入
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
こ
の
『
遠
島
百
首
』
（
第
一
類
本
）
が
成
立
し
た
折
に

は
ま
だ
っ
く
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
上
陸
当
夜
の
院
の
詠
と

す
る
の
は
、
院
の
宿
所
の
粗
末
な
さ
ま
を
院
自
身
が
嘆
い
た
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
す

の
に
こ
の
歌
が
適
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
後
鳥
羽
院
の
崎
上
陸
の
話

は
、
遠
流
の
悲
惨
と
い
う
形
で
島
民
が
う
け
と
め
た
た
め
に
、
そ
の
心
情
を
語
る
の

に
遠
島
に
お
け
る
孤
愁
・
苦
悩
・
思
郷
の
感
懐
を
と
り
こ
め
光
■
歌
を
集
め
た
『
遠
島

百
首
」
中
の
歌
を
掬
い
と
っ
て
そ
れ
を
語
り
の
核
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
『
増
鏡
」
「
新
島
守
」
は
『
遠
島
百
首
』
か
ら
問
接
的
に
影
響
を
う
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

て
つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
「
我
こ
そ
は
」
の
歌
は
『
増
鏡
』
も
し

く
は
『
承
久
記
』
な
ど
に
採
ら
れ
て
そ
の
悲
嘆
を
主
題
的
に
高
揚
さ
れ
た
段
階
で
、

口
碑
と
む
す
び
っ
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

三

　
『
増
補
隠
州
記
』
そ
の
他
に
み
え
る
後
鳥
羽
院
詠
で
前
述
の
「
我
こ
そ
は
」
の
歌

と
と
も
に
渡
海
の
途
次
に
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
る
「
灘
な
ら
ば
藻
し
ほ
や
く
や
と
お
も

ふ
へ
し
何
を
た
く
藻
の
煙
な
る
ら
ん
」
の
歌
を
め
ぐ
る
話
は
「
焼
火
山
縁
起
」
中
の

焼
火
山
の
権
現
と
院
の
交
渉
の
話
を
起
源
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
縁
起
は
『
隠

州
視
聴
合
紀
』
『
隠
岐
見
聞
誌
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
緑
を
誤
記
の
少
な
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後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

い
『
隠
岐
見
聞
誌
』
よ
り
翻
刻
し
て
掲
げ
る
。

　
　
承
久
年
中
後
鳥
羽
院
狩
レ
干
レ
斯
也
日
即
暮
夷
暴
風
起
囲
欄
高
価
詠
日
朕
古
曽
波

　
　
新
嶋
守
与
隠
岐
埜
海
乃
荒
機
浪
風
心
志
而
吹
於
レ
是
風
浪
漸
収
然
而
夜
閾
月
昏

　
　
宮
船
不
レ
知
レ
所
レ
之
漂
■
泊
於
中
↓
流
風
波
又
欲
レ
起

　
　
帝
心
念
レ
天
時
一
火
在
レ
雲
－
間
其
余
曄
昭
レ
海
黄
即
得
レ
便
雇
従
奉
賀
王
奇
レ
之
詠

　
　
日
灘
奈
羅
波
藻
塩
屋
久
野
土
可
レ
憶
何
遠
焼
毛
濃
煙
奈
類
蘭
而
後
到
レ
其
－
津
有
レ

　
　
漁
－
翁
跨
レ
磯
－
上
勅
日
是
何
浦
翁
対
日
隠
州
千
振
郡
波
止
村
也

　
　
帝
有
レ
歌
－
名
今
夜
海
上
之
製
何
為
然
乎
王
勃
然
問
レ
其
－
故
翁
対
日
焼
藻
則
何
疑

　
　
只
謂
焼
－
火
則
可
也
王
問
レ
其
－
姓
－
名
対
日
臣
在
レ
葱
者
尚
集
誓
護
レ
海
－
螢
言
終

　
　
不
レ
見
王
為
立
レ
祠
以
二
空
海
所
レ
刻
之
薬
師
仏
安
レ
之
号
山
云
レ
焼
－
火
扁
レ
寺
云
レ

　
　
雲
－
上
蓋
焼
火
在
レ
雲
－
上
之
義
也

　
右
の
文
章
は
、
後
鳥
羽
院
が
隠
岐
渡
航
の
途
次
嵐
に
あ
っ
て
漂
流
し
た
際
「
我
こ

そ
は
」
の
歌
を
詠
ん
で
波
浪
を
し
ず
め
、
更
に
暗
夜
入
津
の
便
を
失
っ
て
い
る
際
神

火
に
導
か
れ
る
こ
と
を
得
て
「
灘
な
ら
ば
」
の
歌
を
詠
ん
で
西
ノ
島
の
波
止
に
到
り
、

上
陸
後
大
山
権
現
と
逢
い
「
灘
な
ら
ば
」
の
歌
の
「
何
を
た
く
も
の
」
を
「
何
を
た

く
火
の
」
に
変
え
る
べ
き
こ
と
を
示
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
歌
を
詠
み
入
れ
て
の

焼
火
山
・
波
止
を
め
ぐ
る
地
名
起
源
課
の
形
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
縁
起
で
注
目
さ

れ
る
の
は
後
鳥
羽
院
像
に
他
の
伝
承
に
お
け
る
よ
う
な
悲
愁
は
み
ら
れ
ず
、
帝
王
と

し
て
の
威
厳
・
高
貴
さ
・
格
の
大
き
さ
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ

は
前
節
で
も
掲
げ
た
「
我
こ
そ
は
」
の
歌
に
内
包
さ
れ
る
「
確
た
る
自
覚
と
宣
言
的

語
調
」
「
堂
々
た
る
命
令
的
強
さ
」
（
小
原
幹
雄
氏
『
遠
島
御
百
首
注
釈
』
昭
五
八
・

四
、
隠
岐
神
社
杜
務
所
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
丸
谷
才
一

氏
は

　
　
　
わ
れ
こ
そ
は
と
云
ふ
肝
要
な
り
。
家
隆
卿
隠
岐
国
へ
参
り
、
十
日
ば
か
り
あ

　
　
り
て
帰
ら
ん
と
し
給
ふ
に
、
海
風
吹
き
帰
り
が
た
け
れ
ば
、
我
こ
そ
新
じ
ま
守

　
　
と
な
り
て
有
れ
共
、
な
ど
科
な
き
家
隆
を
波
風
心
し
て
都
へ
か
へ
さ
れ
ぬ
と
あ

　
　
そ
ば
し
け
る
。
さ
れ
ば
俄
に
風
し
づ
ま
り
て
家
隆
卿
都
へ
帰
ら
れ
し
と
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
い
う
『
後
鳥
羽
院
御
百
首
』
に
付
さ
れ
た
古
注
を
引
か
れ
て
、

　
　
　
し
か
し
わ
た
し
の
言
い
た
い
の
は
、
後
鳥
羽
院
が
沖
の
海
の
浪
風
に
「
我
こ

　
　
そ
は
」
と
呼
び
か
け
る
と
き
、
そ
れ
は
み
じ
め
な
流
人
と
し
て
、
し
か
も
自
分

　
　
の
た
め
、
哀
願
し
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
く
、
こ
の
島
を
守
る
者
と
し
て
、

　
　
誰
か
他
人
の
た
め
、
海
に
命
令
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
誰

　
　
か
と
は
荒
天
の
た
め
舟
を
出
せ
ず
に
当
惑
し
て
い
る
漁
師
で
あ
る
と
考
え
て
も

　
　
い
い
わ
け
で
、
「
新
じ
ま
守
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
案
外
、
つ
い
先
目
ま
で
支

　
　
配
し
て
い
た
日
本
の
国
全
体
の
広
さ
に
く
ら
ぷ
れ
ば
、
こ
ん
な
小
島
を
司
る
く

　
　
ら
い
は
す
こ
ぷ
る
易
し
い
と
い
う
自
負
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
ど
う
や
ら
新
任
の
島
守
は
、
今
ま
で
の
者
と
は
格
段
に
違
う
手
ご
わ
い
相
手
だ

　
　
よ
と
海
を
お
ど
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
（
日
本
詩
人
選
『
後
鳥
羽

　
　
院
』
昭
四
八
・
六
）

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
悲
し
み
と
は
う
ら
は
ら
の
、
威
を
伴
う
気
宇

の
大
き
さ
は
見
逃
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
『
遠
島
百
首
』
に
詠
み
込
ま
れ
、
『
増

鏡
』
『
承
久
記
」
に
採
ら
れ
た
高
い
調
子
の
こ
の
歌
が
、
帝
王
の
威
を
示
す
も
の
と

し
て
島
民
の
間
に
臆
灸
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
推
定
で
き
る
が
、
そ
れ
が
焼
火
山
の
地

名
を
詠
み
入
れ
た
民
謡
風
の
「
灘
な
ら
ば
」
の
歌
と
結
び
っ
け
ら
れ
、
後
鳥
羽
院
と

焼
火
山
の
関
り
を
物
語
る
も
の
と
し
て
そ
の
山
（
権
現
・
神
杜
）
の
権
威
づ
け
を
お

こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の
『
焼
火
山
縁
起
』
の
中
で
翁
が
「
誓
護
海

船
」
と
奏
す
る
と
こ
ろ
、
後
鳥
羽
院
を
島
に
導
い
た
こ
と
を
機
縁
と
し
て
以
後
付
近

を
航
行
す
る
船
の
安
全
を
保
証
す
る
趣
意
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
漁
師
船
頭
が
海
上
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に
迷
っ
た
際
の
導
き
と
い
う
象
徴
的
意
味
を
こ
の
故
事
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
『
隠
岐
国
風
土
記
』
に
こ
の
焼
火
神
杜
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ク
ヒ

　
　
一
、
神
杜
ニ
ハ
、
後
鳥
羽
帝
之
遷
幸
の
節
勅
号
之
地
焼
火
山
雲
上
寺
。
是
ハ
船

　
　
頭
之
洋
中
に
漂
泊
し
暗
夜
な
と
二
迷
、
湊
を
失
た
る
時
祈
侯
ヘ
ハ
、
神
火
あ
ら

　
　
わ
れ
安
穏
を
得
侯
よ
し
。

と
あ
り
、
そ
う
し
た
事
情
を
証
し
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
焼
火
山
は
後
鳥
羽
院
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

島
と
い
う
伝
承
を
得
て
島
民
の
信
仰
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
焼
火
山
を
め
ぐ
る
後

鳥
羽
院
伝
説
が
、
他
の
地
区
の
伝
承
と
異
な
り
院
の
流
さ
れ
の
悲
哀
を
表
へ
出
さ
な

い
の
は
右
の
よ
う
な
成
立
の
経
緯
を
も
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
後
鳥
羽
院
の
隠
岐
上
陸
講
と
し
て
前
節
の
崎
で
の
話
と
本
節
の
話
が
併
行
し

て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
各
々
が
交
渉
を
も
た
ず
に
別
個
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
限
り
は
さ
し
さ
わ
り
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
個
々
の
口
承
の
レ
ペ
ル

か
ら
後
鳥
羽
院
を
め
ぐ
る
話
の
集
成
が
お
こ
な
わ
れ
て
つ
き
合
わ
さ
れ
た
と
き
組
鰭

を
生
じ
る
。
そ
の
場
合
両
者
は
各
々
他
を
排
す
る
の
で
は
な
く
時
間
的
操
作
に
よ
っ

て
調
和
的
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。
　
っ
ま
り
崎
に
は
腰
か
け
石
や
美
保
神
社
仮
寓
の

厳
然
た
る
上
陸
を
め
ぐ
る
話
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
信
頼
度
の
強
さ
に
よ
っ

て
焼
火
山
を
め
ぐ
る
波
止
上
陸
講
は
そ
れ
に
抵
触
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
旦
崎
へ

　
　
　
　
の
ち

上
陸
し
た
後
日
を
経
て
の
巡
行
（
『
増
補
隠
州
記
』
は
「
翌
日
」
）
と
し
て
両
上
陸
講

を
調
和
的
に
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
焼
火
山
縁
起
」
に
「
而
後
」
と
あ
る
の
を
解

釈
に
幅
を
も
た
せ
て
日
を
経
て
の
波
止
上
陸
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
「
承
久

仙
陵
紀
」
は
焼
火
山
と
後
鳥
羽
院
の
交
渉
を
住
民
の
口
碑
と
し
て
信
を
お
か
ず
、
院

を
め
ぐ
る
他
の
詠
歌
伝
説
と
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
焼
火
山
縁
起
を
核

と
す
る
話
が
他
の
後
鳥
羽
院
伝
説
と
異
質
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。

後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き

　
行
在
所
源
福
寺
（
院
御
陵
）
を
め
ぐ
る
伝
承
の
歌
と
し
て
は
、
前
に
掲
げ
た
『
増

補
隠
州
記
』
収
載
歌
の
う
ち
の
、

　
○
蛙
な
く
勝
田
の
池
の
夕
た
た
み
聞
ま
し
も
の
ハ
松
風
の
音

　
○
と
へ
と
さ
ら
に
か
っ
た
の
寺
の
い
は
れ
を
も
か
く
し
て
胸
に
っ
っ
み
坊
か
な

　
○
思
ひ
出
る
都
の
春
に
か
は
ら
し
な
勝
田
の
山
の
花
の
さ
か
り
は

　
○
思
ひ
出
て
折
焼
柴
の
夕
け
ふ
り
む
せ
ふ
も
う
れ
し
わ
す
れ
形
身
に

　
○
賎
の
女
か
か
た
す
き
麦
を
ほ
し
佳
て
に
う
に
や
す
ら
ん
五
月
雨
の
比

　
○
し
つ
の
女
か
横
な
し
は
た
を
立
置
て
ま
た
見
る
も
海
ま
た
見
る
も
海

の
六
首
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
が
同
一
の
伝
承
を
経
て
き
た
と
は
い
い
が

た
い
。
『
お
き
濃
す
さ
ひ
』
で
は
隠
岐
で
の
後
鳥
羽
院
御
製
で
『
遠
島
百
首
』
に
も
れ

た
歌
と
し
て
右
六
首
及
び
「
な
け
ハ
聞
き
」
の
歌
（
『
増
補
隠
州
記
』
収
載
、
前
掲
。

次
節
で
検
討
）
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
歌
を
解
説
す
る
が
、
「
蛙
な
く
」
の
歌
に
っ
い

て
は
、
「
此
御
歌
の
妙
に
て
蛙
声
を
発
せ
ず
春
は
只
う
こ
っ
く
の
み
と
今
の
源
福
寺

主
快
長
法
印
の
語
ら
る
」
と
あ
る
。
寺
方
で
こ
の
寺
域
内
の
池
に
つ
い
て
の
故
事
を

語
り
伝
え
、
名
所
と
し
て
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「
と
へ
と
さ
ら
に
」

の
歌
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
寺
の
由
来
を
知
ら
ぬ
寺
僧
を
か
ら
か
う
と
い
う
こ
と
で
寺

と
後
鳥
羽
院
の
繋
が
り
を
強
調
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
首
は
各
々
の

歌
を
含
ん
だ
話
の
お
も
し
ろ
さ
に
興
味
の
対
象
が
あ
り
、
詠
ま
れ
た
内
容
も
単
純
で

口
承
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
の
四
首
は
多
分
に
部
的
な
素
材
を
詠
み
入
れ
て
い
る

と
は
い
う
も
の
の
深
い
憂
愁
の
感
懐
を
う
た
っ
て
歌
と
し
て
の
完
成
度
の
高
い
も
の

と
い
え
る
。
（
「
賎
の
女
か
か
た
す
き
麦
を
」
の
歌
で
「
に
う
に
や
す
ら
ん
」
は
筆
写

sokyu
‘
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後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
際
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
）
四
首
の
う
ち
「
思
ひ
出
る
都
の
春
に
」
の
歌
は
都
の
春

の
優
美
な
景
に
も
匹
敵
す
る
勝
田
山
の
桜
の
美
し
さ
を
讃
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
主

想
と
し
て
は
思
郷
の
悲
哀
を
詠
む
も
の
で
歌
そ
の
も
の
に
興
味
の
対
象
が
あ
り
、

「
蛙
な
く
」
の
歌
や
「
と
へ
と
さ
ら
に
」
の
歌
と
は
同
レ
ベ
ル
の
歌
で
は
あ
る
ま
い
。

な
お
、
「
思
ひ
出
て
折
焼
柴
の
」
の
歌
は
す
で
に
『
新
古
今
和
歌
集
」
巻
第
八
コ
及

傷
歌
」
に
、

　
　
　
　
十
月
ば
か
り
、
み
な
せ
に
侍
り
し
こ
ろ
、
前
大
僧
上
慈
円
の
も
と
へ
、
ぬ

　
　
　
　
れ
て
し
ぐ
れ
の
な
ど
申
し
つ
か
は
し
て
、
っ
ぎ
の
と
し
の
神
無
月
に
、
無

　
　
　
　
常
の
歌
あ
ま
た
よ
み
て
つ
か
は
し
侍
り
し
中
に
　
　
　
　
太
上
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
㎜
お
も
ひ
い
づ
る
を
り
た
く
し
ば
の
夕
煙
む
せ
ぷ
も
う
れ
し
わ
す
れ
が
た
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
新
編
国
歌
大
観
勅
撰
集
編
』
所
収
）

と
入
集
し
て
い
る
。
「
お
も
ひ
い
づ
る
」
「
を
り
た
く
し
ば
」
「
わ
す
れ
が
た
み
」
な

ど
の
こ
と
ば
に
よ
り
郡
に
お
け
る
懐
郷
の
情
を
詠
ん
だ
秀
逸
歌
と
し
て
う
け
と
ら

れ
、
『
遠
島
百
首
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
寺
方
固
有
の
伝
承
の
歌
と

し
て
他
の
源
福
寺
伝
承
歌
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
こ
れ
ら

四
首
の
歌
は
、
う
た
わ
れ
た
拝
情
の
質
か
ら
も
『
遠
島
百
首
」
と
繋
が
る
も
の
が
あ

り
、
い
わ
ば
「
遠
島
百
首
補
遺
」
と
し
て
寺
方
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
お
よ
そ
源
福
寺
は
『
増
鏡
』
「
新
島
守
」
に
、

　
　
こ
の
お
は
し
ま
す
所
は
、
人
離
れ
里
遠
き
島
の
中
な
り
。
海
づ
ら
よ
り
は
少
し

　
　
ひ
き
入
て
、
山
か
げ
に
か
た
そ
へ
て
、
大
き
や
か
な
る
巌
の
そ
ば
だ
て
る
を
た

　
　
よ
り
に
て
、
松
の
柱
に
葦
ふ
け
る
廊
な
ど
、
気
色
ば
か
り
事
そ
ぎ
た
り
。
ま
こ

　
　
と
に
、
「
し
ば
の
庵
の
た
ゾ
し
ば
し
」
と
、
か
り
そ
め
に
見
え
た
る
御
や
ど
り

　
　
な
れ
ど
、
さ
る
か
た
に
な
ま
め
か
し
く
ゆ
へ
づ
き
て
し
な
さ
せ
給
へ
り
。
（
日

　
　
本
古
典
文
学
大
系
所
収
）

と
描
か
れ
る
後
鳥
羽
院
行
在
所
を
寺
内
に
設
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
陵
を
守
る
寺

で
あ
っ
た
。
こ
の
源
福
寺
が
近
世
期
、
松
江
藩
・
京
都
御
所
な
ど
で
後
鳥
羽
院
を
偲

ぷ
気
運
が
も
り
上
が
る
中
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
さ
ま
が
諸
記
録
に
よ
っ
て
う
か
が

え
る
。
例
え
ば
『
隠
岐
諸
色
年
代
略
記
」
に
は
、

　
一
同
（
寛
永
）
九
年
午
夏
、
御
仙
洞
様
右
後
鳥
羽
院
御
弔
二
被
成
御
勅
命
、
水

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
無
瀬
中
檀
言
氏
成
郷
、
三
保
関
カ
当
国
知
夫
里
浦
江
御
着
船
、
直
二
海
士
村
、

　
　
源
福
寺
江
御
着
船
被
成
而
、
其
後
橋
浦
に
渡
り
、
焼
火
山
江
御
杜
参
、
夫
よ
り

　
　
三
保
関
江
御
出
船
右
、
同
年
迄
百
三
十
年
二
成
、

　
一
後
鳥
羽
院
御
陵
、
明
暦
四
戊
春
、
出
雲
国
主
松
平
出
羽
守
直
政
公
、
改
而
御
造

　
　
立
ノ
初
カ
、
同
年
迄
百
六
年
二
成
、
延
宝
二
年
寅
春
、
又
松
平
出
羽
守
様
御
修

　
　
覆
有
而
カ
、
同
年
迄
八
拾
八
年
二
成
ル
、
享
保
十
九
寅
春
、
松
平
出
羽
守
再
造

　
　
立
被
成
侯
カ
、
同
年
迄
弐
拾
九
年
二
成
ル
、
（
以
下
略
）

な
ど
と
記
さ
れ
、
ま
た
『
増
補
隠
州
記
』
（
前
に
掲
出
し
た
「
後
鳥
羽
院
御
陵
」
の

項
の
部
分
の
直
前
）
に
は
、

　
　
天
和
弐
戊
ノ
夏
、
源
福
寺
ノ
住
僧
上
京
し
て
、
六
月
廿
二
目
水
無
瀬
殿
へ
参
ル

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
に
、
折
節
御
烏
羽
院
ノ
上
皇
御
忌
日
と
て
、
歌
の
会
有
し
に
、
源
福
寺
ノ
来
ル

　
　
を
各
々
満
座
感
悦
在
て
、
水
無
瀬
殿
御
親
子
殊
に
満
悦
し
給
ひ
、
古
氏
成
渡
海

　
　
を
前
書
に
し
て
、
和
歌
一
首
宛
氏
信
、
兼
豊
カ
恵
賜
也
、
二
枚
共
二
表
軸
を
調

　
　
へ
、
是
又
寺
之
什
物
ト
ス
、

と
あ
る
。
特
に
天
和
二
年
の
記
事
は
中
央
の
後
鳥
羽
院
を
偲
ぷ
歌
会
と
の
繋
が
り
と

い
う
点
で
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
趨
勢
の
中
で
源
福
寺
は
後
鳥
羽
院
と
の
関
り

を
示
す
歌
な
ど
を
寺
固
有
の
も
の
と
し
て
提
示
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

「
思
ひ
出
て
折
焼
柴
の
」
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
入
集
歌
を
含
め
て
院
の
詠
歌
と
い
わ

れ
る
歌
を
整
理
し
、
後
鳥
羽
院
の
悲
劇
的
流
離
課
の
核
を
な
す
も
の
と
し
て
伝
承
す
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る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
ζ
れ
ら
歌
集
的
色
彩
の
強
い
歌
伝
説
と
前
述
「
蛙
な
く
」
の
歌
及
び
「
と

へ
と
さ
ら
に
」
の
歌
を
め
ぐ
る
歌
語
り
が
一
つ
に
集
め
ら
れ
て
、
隠
岐
の
諸
事
を
報

告
・
紹
介
す
る
諸
文
献
に
採
録
さ
れ
る
際
、
源
福
寺
の
伝
承
歌
と
し
て
記
録
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
他
の
地
区
の
後
鳥
羽
院
に
ち
な
む
伝
承
歌
も
、
こ
こ
に
吸

収
さ
れ
、
い
わ
ば
院
の
配
流
の
歌
物
語
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

五

　
西
ノ
島
の
別
府
黒
木
御
所
に
お
け
る
「
な
け
ハ
聞
き
聞
て
は
む
か
し
の
こ
ひ
し
き

に
比
里
出
よ
山
郭
公
」
の
後
鳥
羽
院
の
歌
を
め
ぐ
る
伝
承
話
は
、
後
烏
羽
院
の
歌
に

応
じ
て
蹄
く
こ
と
を
や
め
て
い
た
ほ
と
と
ぎ
す
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
来
島
の
折
帝
の

歌
（
「
聞
く
人
も
今
は
な
き
世
に
郭
公
た
れ
に
お
そ
れ
て
鳴
か
ぬ
此
里
」
）
に
よ
っ
て

再
び
暗
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
後
鳥
羽
院
の
詠
歌
に
こ
め
ら
れ
た
威
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
対
応
す
る
後
醍
醐
天
皇
の
詠
歌
の
そ
れ
を
奇
瑞
に
よ
っ
て
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
二
首
の
歌
の
う
ち
後
鳥
羽
院
の
歌
は
、
配
流
の
悲
し
み
を
助
長
す
る
小
動
物
の
な

き
声
の
か
し
ま
し
さ
を
止
め
る
形
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
前
述
源
福
寺
勝
田
池
の
蛙

に
向
か
っ
て
「
蛙
な
く
」
の
歌
を
詠
ん
だ
奇
瑞
謂
と
同
じ
発
想
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
勝
田
池
を
め
ぐ
る
院
の
詠
歌
謂
に
な
ら
っ
て
黒
木
御
所
御
幸
の
詠
歌
奇
瑞
謹
が
つ

く
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
不
思
議
な
ほ
と
と
ぎ
す
の
沈
黙
を
破
ら
せ
蹄
き
声
を
旧
に
戻

し
た
後
醍
醐
天
皇
の
威
徳
を
た
た
え
る
物
語
と
し
て
い
る
。
黒
木
御
所
と
い
う
場
所

柄
か
ら
い
っ
て
も
主
役
は
後
醍
醐
天
皇
で
あ
り
、
純
粋
に
後
鳥
羽
院
に
焦
点
を
あ
て

た
詠
歌
伝
説
と
は
い
い
が
た
く
、
『
増
補
隠
州
記
』
で
他
の
院
の
詠
歌
伝
説
か
ら
独

　
　
　
　
（
2
3
）

立
し
て
い
る
点
故
な
し
と
は
し
な
い
が
、
配
流
の
悲
嘆
を
根
底
に
し
て
、
歌
詠
み
と

　
　
　
　
　
　
後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

し
て
高
名
な
院
の
詠
歌
に
込
め
ら
れ
た
不
可
思
議
な
力
へ
の
島
民
の
思
い
が
こ
う
し

た
説
話
形
成
の
基
盤
に
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
「
承
久
仙
陵
紀
」
で
は
こ
の
話
を
さ
し
て
、

　
　
又
、
子
規
の
御
製
あ
れ
ど
も
故
あ
り
て
、
元
弘
行
宮
紀
に
付
き
見
す

と
記
し
、
『
隠
岐
見
聞
誌
』
「
郡
村
部
」
巻
四
で
も
「
元
弘
行
宮
紀
事
」
の
書
名
を
あ

げ
て
い
る
が
、
こ
の
記
録
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
〕
兀
弘
行
宮
紀
（
事
）
」

な
る
も
の
が
、
前
述
波
止
上
陸
課
に
お
け
る
「
焼
火
山
縁
起
」
の
よ
う
に
、
別
府
黒

木
に
お
け
る
当
該
二
首
を
め
ぐ
る
話
の
起
源
を
な
す
文
書
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
『
お
き
濃
す
さ
ひ
』
『
隠
岐
古
記
集
』
で
は
後
鳥
羽
院
の
「
な
け
ハ
聞
き
」

の
歌
を
源
福
寺
で
詠
ん
だ
も
の
と
し
、
院
の
こ
の
歌
で
ほ
と
と
ぎ
す
が
蹄
く
の
を
や

め
た
地
域
を
島
前
、
も
し
く
は
隠
岐
島
全
体
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
別
府
黒
木
へ
来

島
し
た
後
醍
醐
天
皇
に
よ
り
拘
束
を
解
か
れ
暗
き
声
が
旧
に
も
ど
っ
た
と
い
う
話
に

な
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
話
の
変
改
は
、
当
初
別
府
黒
木
御
所
を
め
ぐ
る
詠
歌
伝
説

が
源
福
寺
の
伝
承
歌
群
に
吸
収
さ
れ
る
と
き
、
寺
側
に
容
易
に
と
り
こ
め
ら
れ
る
よ

う
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

！＼

　
以
上
隠
岐
島
前
に
お
こ
な
わ
れ
る
後
鳥
羽
院
詠
歌
を
め
ぐ
る
伝
説
を
四
分
類
し
各

々
の
成
り
立
ち
等
に
っ
い
て
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
歌
が
島
側
及
び
都
側
の
文
献

に
収
載
さ
れ
る
あ
り
よ
う
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
後
鳥
羽
院
の
隠
岐
を
め
ぐ
る
伝
説
が
、
来
島
ま
で
の
経
緯
を
都
側

の
資
料
に
よ
っ
て
支
え
（
そ
の
際
「
我
こ
そ
は
」
の
歌
を
来
島
の
折
の
詠
に
変
え
て
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後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

た
ら
ち
め
の

し
る
ら
め
や

我
こ
そ
は

灘
な
ら
ば

命
あ
れ
は

蛙
な
く

と
へ
と
さ
ら
に

思
ひ
出
る

思
ひ
出
て

賎
の
女
か
か
た
す
き
麦
を

し
つ
の
女
か
横
な
し
は
た
を

な
け
は
聞
き

焼
火
山

　
　
縁
起

○○

隠
州
視

　
聴
合
紀

お
き
濃

　
す
さ
ひ

○O

隠
　
岐

古
記
集

○○○○

隠
　
’

風
土
記

○○○○

承
　
久

　
仙
陵
紀

○○

　
　
○

（
初
句
限
あ

　
　
れ
ば
）

○○

吾
妻
鏡

○

承
久
記

○○

増
　
鏡

○○

遠
島
百
首

　
　
○

（
初
句
限
あ

　
　
れ
ば
）

そ
　
　
　
の

他

六
代
勝
事
記
・
最
勝
四
天
王

院
御
障
子

六
代
勝
事
記
・
最
勝
四
天
王

院
御
障
子

最
勝
四
天
王
院
御
障
子

（
初
旬
限
あ
れ
ば
）

新
古
今
集
巻
八
・
後
鳥
羽
院

御
集
雑

注
（
2
4
）
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さ
え
い
る
）
、
島
内
で
の
院
を
め
ぐ
る
話
を
ほ
ぼ
島
固
有
の
伝
承
に
よ
っ
て
形
成
し

て
い
る
さ
ま
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
表
中
『
承
久
記
』
は
古
活
字
本
（
慈
光
寺
本
に
は
「
た
ら
ち
め
の
」
「
し
る
ら
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

や
」
両
歌
が
載
ら
な
い
）
に
拠
り
、
『
遠
島
百
首
』
は
続
群
書
類
従
本
に
拠
っ
た
。

ま
た
こ
れ
ら
の
歌
の
ほ
か
『
隠
岐
古
記
集
』
で
は
、
『
遠
島
百
首
」
収
載
の
、

　
・
浪
問
わ
け
隠
岐
の
み
な
と
に
入
る
ふ
ね
の
我
こ
そ
恋
る
た
へ
ぬ
思
ひ
に
（
雑
・

　
　
7
7
）

　
・
野
辺
そ
む
る
雁
の
な
み
た
は
色
も
な
し
物
思
ふ
露
の
お
き
の
里
に
は
（
秋
・
4
8
）

　
二
二
保
の
浦
を
月
と
供
に
そ
出
し
身
の
ひ
と
り
そ
の
こ
る
隠
岐
の
外
山
に
（
雑
・

　
　
9
2
）

　
・
兎
に
角
に
っ
ら
き
は
お
き
の
し
ま
つ
と
り
う
き
は
お
の
れ
か
名
に
や
答
へ
む

　
　
（
雑
・
8
3
）

及
び
『
雲
陽
志
』
収
載
の

　
・
思
ひ
や
れ
憂
目
を
三
保
の
う
ら
か
せ
に
な
く
く
し
ほ
る
袖
の
し
つ
く
を
（
島

　
　
根
郡
下
）
二

と
い
う
歌
を
と
り
入
れ
て
物
語
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
更
に
次
の
よ
う
な
後
鳥
羽
院
以
外

の
歌
人
の
歌
を
院
の
詠
歌
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
・
千
早
振
出
雲
の
杜
に
身
は
す
へ
て
ね
き
そ
か
け
っ
る
紅
葉
ち
ら
す
な
、
（
『
永
久

　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
百
首
』
脳
仲
実
）

　
・
は
る
か
な
る
幾
代
の
雲
に
な
れ
ぬ
ら
ん
出
雲
の
宮
の
ち
き
の
か
た
そ
き
　
（
『
拾

　
　
玉
集
』
「
百
首
歌
」
脳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
・
し
ら
ま
弓
出
雲
の
や
ま
の
常
盤
な
る
命
か
あ
や
な
恋
つ
＼
あ
ら
　
（
『
家
持
集
』

　
　
㎜
、
ほ
か
に
近
似
し
た
歌
と
し
て
『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
螂
、
『
夫
木
和
歌
抄
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
巻
第
二
十
㎜
・
醐
）

　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
∩
x
∪

　
　
　
　
　
　
後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

　
・
驚
火
の
と
こ
ろ
定
す
見
え
け
る
は
流
れ
っ
㌧
み
の
た
け
は
な
り
晃
　
（
『
拾
遺
和

　
　
歌
集
』
巻
第
七
「
物
名
」
紀
輔
時
）

　
・
楓
生
る
を
き
の
小
嶋
の
波
の
う
へ
に
浦
風
さ
そ
ふ
ひ
く
ら
し
の
声
　
（
『
千
五
百

　
　
番
歌
合
』
巻
第
七
・
四
六
二
番
左
保
秀
朝
臣
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
九
「
納

　
　
涼
」
棚
）

　
　
　
　
3

　
こ
う
し
た
歌
の
と
り
入
れ
は
後
鳥
羽
院
詠
歌
伝
説
の
拡
大
の
方
向
を
示
す
も
の
と

い
え
る
。
つ
ま
り
一
方
で
は
院
以
外
の
歌
人
の
和
歌
を
と
り
入
れ
て
名
所
歌
風
に
文

雅
の
性
格
を
増
幅
し
、
一
方
で
は
『
遠
島
百
首
』
か
ら
配
流
の
嘆
き
の
大
き
い
歌
を

掬
い
と
っ
て
院
の
島
で
の
悲
哀
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
拡
大
は
単

に
『
隠
岐
古
記
集
』
作
者
の
悠
意
的
操
作
と
し
て
す
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ

う
し
た
拡
大
を
促
す
も
の
が
院
の
詠
歌
伝
説
に
本
来
的
に
内
包
し
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
流
窟
の
「
あ
は
れ
」
は
波
止
上
陸
謂
を
除
い
て
院
の
伝
承
話
に

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
源
福
寺
に
伝
わ
る
一
連
の
詠
歌
（
「
蛙
な
く
」
「
と
へ
と
さ

ら
に
」
の
両
歌
を
除
く
）
は
日
常
性
か
ら
離
れ
た
詩
的
世
界
を
保
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
伝
説
の
性
格
づ
け
に
大
き
く
力
を
与
っ
た
の
は
『
遠
島
百
首
』
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
、
来
島
間
も
な
く
編
ま
れ
て
そ
の
時
点
の
院
の
悲
傷
・
愁
嘆
の
肉
声
を
と
り
こ

め
た
百
首
歌
は
都
側
の
記
録
か
ら
は
比
較
的
自
由
で
あ
る
は
ず
の
院
の
島
で
の
姿
を

悲
哀
の
方
向
へ
収
敷
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
は
歌
の
伝
承
が
寺
僧
な
ど
知
的
な
層

次
に
よ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
与
る
が
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
島
で
の
後
鳥
羽
院
像
の

拡
充
の
制
約
と
も
い
え
る
。
『
遠
島
百
首
』
的
な
嘆
き
を
伝
承
の
中
で
強
調
す
る
こ

と
は
、
後
鳥
羽
院
の
本
来
の
生
き
る
場
が
都
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
島
民
は
距
離
を

お
い
て
院
の
孤
立
し
た
悲
し
み
を
見
守
る
と
い
う
形
を
保
っ
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に

院
の
在
島
の
詠
歌
の
超
俗
性
が
相
乗
す
る
。
島
の
人
々
の
後
鳥
羽
院
に
関
る
姿
は
、

本
来
来
島
す
る
は
ず
の
な
い
至
上
の
尊
貴
の
人
が
流
さ
れ
て
島
へ
到
っ
た
そ
の
悲
し
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後
鳥
羽
院
在
隠
岐
詠
歌
伝
説
の
構
造
（
呉
羽
）

み
を
、
「
気
の
毒
」
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
に
終
始
す
る
。
午
突
き
の
起
源
の
話
や

村
上
助
九
郎
の
奉
仕
の
話
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
後
鳥
羽
院
の
崎
上
陸
に
関

し
て
次
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
後
鳥
羽
上
皇
が
、
お
い
で
に
な
っ
た
時
に
、
腰
か
け
の
岩
っ
て
い
う
が
あ
っ

　
　
で
し
ょ
う
。
崎
村
と
い
う
と
こ
ろ
に
。
そ
の
、
こ
う
、
お
着
き
に
な
っ
た
時
に

　
　
雨
露
を
し
の
ん
で
腰
を
か
け
ら
れ
て
、
そ
い
で
初
め
て
隠
岐
へ
、
海
士
に
お
い

　
　
で
に
な
っ
た
時
に
、
腰
か
け
の
岩
。
そ
の
時
に
そ
の
上
に
椿
の
木
か
な
ん
か
、

　
　
木
が
あ
っ
て
ね
、
．
そ
こ
に
鶏
が
と
ま
っ
て
お
っ
て
ね
、
そ
い
で
、
糞
を
た
れ
た

　
　
そ
う
だ
。
そ
い
で
崎
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
で
も
鶏
を
飼
わ
な
い
所
だ
。
（
隠

　
　
岐
・
島
前
民
話
集
』
、
話
者
は
明
三
六
生
の
男
）

　
語
り
の
後
半
の
鶏
の
粗
相
の
話
は
前
述
美
保
神
社
の
拝
殿
の
雨
漏
り
の
た
え
な
い

話
と
同
様
悲
愁
を
負
う
尊
貴
の
人
後
鳥
羽
院
を
現
実
感
を
も
っ
て
仰
ぎ
み
る
島
民
の

姿
勢
の
象
徴
と
提
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
後
鳥
羽
院
の
あ
り
方
は
、
平
安
時
代
初
期
小
野
篁
が
隠
岐
に
来
島
し
、

一
年
半
の
間
に
幾
体
か
の
仏
像
を
刻
み
島
の
娘
と
の
間
に
子
を
成
し
、
再
び
島
を
離

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
島
民
の
祖
霊
的
存
在
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
い

　
　
　
（
2
7
）

う
融
和
性
と
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
法
皇
と
い
う
位
が
島
民
と
の
隔

り
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
都
側
の
配
流
に
到
る
ま
で
の
記
録
・

物
語
が
院
の
像
を
固
定
化
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
今
ま
で
の
べ
て
き
た
『
遠
島
百

首
』
的
世
界
の
伝
説
へ
の
浸
透
な
ど
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
そ
う
し
た
後
鳥
羽
院
伝
説
の
中
に
あ
っ
て
焼
火
権
現
と
の
交
渉
を
め
ぐ
る

波
止
上
陸
講
は
異
質
な
光
彩
を
発
す
る
。
「
我
こ
そ
は
」
の
歌
の
嘆
き
の
命
令
調
が

帝
王
の
格
の
大
き
さ
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
歌
語
り
を
継
承
す
る
人
々

の
層
次
の
違
い
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
篁
が
仏
に
優
位
す
る

超
越
者
像
を
獲
得
し
た
よ
う
な
人
物
像
の
拡
大
の
可
能
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
明
治
二
年
、
廃
仏
駿
釈
に
よ
り
伝
承
の
母
体
た
る
源
福
寺
が
焼
亡
し
た
。
同
寺
に

お
け
る
伝
承
は
も
っ
ぱ
ら
記
載
さ
れ
固
定
し
た
と
こ
ろ
で
の
話
と
し
て
残
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
が
他
の
地
区
に
お
け
る
口
承
の
後
鳥
羽
院
伝
説
と
補
完
し
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
問
、
港
湾
設
備
の
充
実
・
航
海
技
術
の
向
上
に
よ
る
焼

火
山
信
仰
の
う
す
れ
、
時
代
時
代
の
天
皇
観
の
ゆ
れ
な
ど
に
よ
り
後
鳥
羽
院
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

る
伝
説
も
微
妙
な
振
幅
を
も
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
ユ
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
こ
の
ほ
か
後
鳥
羽
院
配
流
の
記
録
は
、
『
愚
管
抄
』
二
、
『
六
代
勝
事
記
』
『
承
久
記
』

下
、
『
増
鏡
』
「
新
島
守
」
な
ど
に
詳
し
い
。

こ
の
部
分
、
吉
川
子
爵
家
所
蔵
本
・
島
津
公
爵
家
所
蔵
本
に
は
「
な
く
く
一
と
あ

る
。　

龍
粛
氏
『
鎌
倉
時
代
下
』
（
昭
三
二
・
二
一
、
春
秋
社
）
所
収
「
承
久
の
変
の
遺

響
」
及
び
松
林
靖
明
氏
「
こ
の
世
の
妄
念
に
か
か
は
ら
れ
て
　
　
後
鳥
羽
院
の
怨
霊
l

l
」
（
『
帝
塚
山
短
期
大
学
紀
要
　
　
人
文
・
杜
会
科
学
編
　
　
』
第
十
八
号
、
昭
五
六

・
一
）
参
照
。

　
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
後
鳥
羽
院
在
隠
岐
伝
説
を
記
載
し
た
文
献
・
資
料
と
し
て

以
下
の
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
・
須
田
主
殿
氏
「
隠
岐
の
聖
蹟
に
就
て
」
（
『
島
根
評
論
』
第
十
二
巻
第
八
号
、
昭
一

　
　
〇
・
八
）

　
・
宮
田
隆
弘
氏
「
隠
岐
に
於
け
る
後
鳥
羽
天
皇
」
（
同
右
）

　
・
近
藤
泰
成
氏
『
隠
岐
・
流
人
の
島
』
（
昭
三
六
・
二
、
い
づ
み
書
房
）

　
。
横
山
弥
四
郎
氏
『
隠
岐
の
伝
説
』
（
昭
四
一
・
五
、
島
根
出
版
文
化
協
会
）

　
・
野
津
龍
氏
『
隠
岐
島
の
伝
説
』
（
昭
五
二
・
七
、
鳥
取
大
学
教
育
学
部
国
文
学
第

　
　
二
研
究
室
）

　
・
島
根
大
学
昔
話
研
究
会
編
『
隠
岐
・
島
前
民
話
集
』
（
昭
五
二
・
三
）
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）

（
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4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

　
『
隠
岐
島
吏
料
近
世
編
』
所
収
。

　
『
新
修
島
根
県
史
資
料
篇
』
2
近
世
上
巻
所
収
。

　
（
5
）
に
同
じ
。

　
『
島
前
の
文
化
財
』
昭
五
四
・
二
所
収
。

　
（
6
）
に
同
じ
。

　
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

　
『
島
前
の
文
化
財
』
昭
五
六
・
二
一
所
収
。

　
『
島
根
評
論
』
第
十
二
巻
第
八
号
、
昭
一
〇
・
八
所
収
。

　
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
。

　
「
武
臣
」
「
御
錺
り
を
落
シ
給
ひ
」
な
ど
の
こ
と
ば
及
び
「
た
ら
ち
め
の
」
「
し
る
ら

め
や
」
の
歌
の
配
列
な
ど
。

　
野
津
龍
氏
『
隠
岐
島
の
伝
説
』
で
は
こ
れ
ら
の
歌
の
ほ
か
、
後
鳥
羽
院
が
金
光
寺
山

に
登
っ
た
際
の
詠
歌
と
し
て

　
　
い
ざ
さ
ら
ば
こ
こ
を
都
と
定
む
べ
し
松
尾
の
山
の
あ
ら
ん
限
り
は

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
野
津
龍
氏
の
著
書
に
の
み
み
え
る
も
の
で
伝
承
の
経
路

等
判
明
せ
ず
今
回
は
考
察
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
。
後
日
を
期
し
た
い
。

　
ま
た
『
隠
岐
古
記
集
』
の
み
に
載
る
他
の
歌
人
の
歌
で
院
御
製
に
擬
せ
ら
れ
た
歌
や

『
遠
島
百
首
』
よ
り
引
い
た
歌
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
「
『
遠
島
百
首
』
伝
本
考
」
（
『
語
文
』
第
五
十
七
輯
、
昭
五
八
・
五
）
、
「
『
遠
島
百
首
』

の
伝
本
と
成
立
　
　
作
晶
改
訂
の
問
題
を
中
心
と
し
て
　
　
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭

五
八
・
六
）

　
木
藤
才
蔵
氏
「
増
鏡
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
」
（
『
和
歌
文
学
の
世
界
』
第
三
集
、
昭
五

〇
・
三
、
笠
間
書
院
）

　
『
後
鳥
羽
院
御
百
首
抄
遠
嶋
』
（
井
上
宗
雄
氏
・
田
村
柳
壱
氏
編
『
中
世
百
首
歌
二
』

古
典
文
庫
）
の
注
に
も

　
　
新
嶋
守
と
は
あ
た
ら
し
き
嶋
守
の
事
也
嶋
に
ま
し
ま
す
処
に
家
隆
都
よ
り
嶋
へ
ま

　
　
い
ら
れ
け
る
程
へ
て
た
ち
帰
ら
ん
と
せ
ら
れ
け
れ
は
我
を
こ
そ
新
嶋
守
に
と
め
を

　
　
く
に
あ
ら
き
浪
風
心
し
て
吹
て
か
り
う
を
急
か
へ
せ
と
云
こ
＼
ろ
を
よ
め
る
也

と
あ
る
。
こ
う
し
た
注
解
は
、
「
承
久
記
」
に
、
院
が
隠
岐
の
行
宮
に
到
着
し
て
か
ら

（
1
9
）

の
記
述
と
し
て

　
　
海
水
岸
ヲ
洗
ヒ
、
大
風
木
ヲ
ワ
タ
ル
事
、
尤
烈
シ
カ
リ
ケ
レ
ハ
、

　
　
　
　
我
コ
ソ
ハ
新
島
モ
リ
ョ
漢
ノ
海
ノ
ア
ラ
キ
ナ
ミ
カ
セ
心
シ
テ
フ
ケ

　
　
都
二
家
隆
卿
伝
承
リ
テ
、
後
ノ
便
宜
二
、

　
　
　
　
ネ
サ
メ
シ
テ
キ
カ
ヌ
ヲ
聞
テ
悲
キ
ハ
ア
ラ
礒
浪
ノ
暁
ノ
声

と
あ
る
の
を
と
り
ち
が
え
、
「
我
こ
そ
は
」
の
歌
を
、
来
島
し
た
家
隆
が
島
か
ら
帰
京

す
る
際
の
院
の
詠
と
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
後
鳥
羽
院
波
止
上
陸
課
を
『
隠
岐
・
島
前
民
話
集
』
よ
り

掲
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ま

　
　
　
焼
火
と
い
う
名
前
は
ね
、
あ
の
、
今
、
海
士
に
ね
、
後
鳥
羽
天
皇
、
あ
の
天
皇

　
　
さ
ん
が
、
こ
こ
の
沖
に
く
ち
が
あ
り
ま
す
が
。
は
い
り
口
が
。
あ
の
口
か
ら
入
っ

　
　
て
来
ら
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
時
に
そ
の
、
焼
火
山
は
、
現
在
は
神
杜
だ
け
れ
ど

　
　
も
、
そ
の
当
時
は
地
蔵
権
現
言
う
て
お
寺
だ
っ
た
ん
だ
。
あ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

　
　
明
治
維
新
ま
で
は
。
そ
の
明
治
維
新
、
ま
だ
ず
っ
と
前
で
す
か
ら
、
だ
か
ら
ま

　
　
あ
、
地
蔵
権
現
っ
て
言
う
そ
の
お
寺
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
そ

　
　
ん
時
に
そ
の
、
あ
の
、
そ
の
あ
か
だ
の
口
ん
な
っ
と
う
ね
。
そ
こ
の
真
沖
の
あ
の

　
　
入
り
口
は
。
で
、
そ
っ
か
ら
入
ら
れ
て
ね
、
お
入
り
に
な
ら
れ
て
、
そ
の
火
が
見

　
　
え
た
ら
し
い
。
山
の
ね
。
そ
ん
時
に
そ
の
後
鳥
羽
天
皇
が
歌
を
作
ら
れ
た
。
そ
れ

　
　
は
ね
、

　
　
　
「
た
だ
な
ら
ぬ
や
く
や
も
し
お
と
思
う
べ
し
な
に
を
焼
火
の
煙
立
つ
ら
ん
」

　
　
と
い
う
そ
の
歌
を
作
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
そ
の
、
焼
火
と
い
う
名
前
を
付

　
　
け
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ま
あ
、
聞
い
て
ま
す
。

　
　
　
そ
れ
で
、
ぼ
く
に
言
わ
し
た
ら
ね
、
こ
こ
に
あ
る
鳥
居
さ
ん
は
、
そ
の
宮
司
さ

　
　
ん
の
ま
あ
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
そ
の
口
か
ら
入
っ
て
、
こ
こ
へ
ま
あ
お
い
で
に
な

　
　
っ
た
わ
け
だ
ね
。
舟
で
。
そ
ん
時
に
そ
の
、
非
常
に
浪
が
高
く
て
ね
、
そ
の
、
こ

　
　
の
陸
に
上
が
る
こ
と
が
不
可
能
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
そ
ん
時
に
そ
の
、
歌
を

　
　
詠
ま
れ
た
と
言
う
こ
と
だ
け
ど
、
そ
の
歌
は
ま
あ
、
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
そ
れ
で
そ
の
、
歌
詠
ま
れ
て
、
そ
の
ま
あ
、
そ
の
、
波
が
止
ま
っ
て
、
そ
い
で
こ

　
の
波
止
と
い
う
と
こ
は
、
こ
の
波
、
止
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
る
言
う
ま
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（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

　
　
あ
、
伝
説
が
あ
る
と
い
う
事
は
ま
あ
聞
い
て
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
ほ
ん
と

　
　
う
で
し
た
ら
そ
の
、
後
鳥
羽
上
皇
は
、
こ
こ
の
、
こ
の
浜
へ
上
が
ら
れ
た
ん
で
今

　
　
こ
こ
に
鳥
居
が
立
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
、
ま
あ
、
判
断
し
て
ま
ん
の
や
け
ど

　
　
ね
。
ま
あ
、
そ
う
い
う
古
い
事
は
そ
の
、
は
っ
き
り
は
わ
か
ら
ん
。
　
（
話
者
は

　
　
塑
二
五
生
の
男
）

　
『
お
き
濃
す
さ
ひ
」
で
は
こ
の
句
に
つ
い
て

　
　
に
う
と
は
そ
も
何
の
事
そ
と
と
へ
は
此
境
の
人
も
し
ら
す
書
く
者
に
に
う
に
雀
と

　
　
の
そ
む
時
は
稲
室
に
雀
を
な
す
麦
を
も
室
に
な
し
て
干
（
ほ
し
）
置
事
侍
れ
ば
麦

　
　
の
に
う
共
い
ふ
へ
き
に
や
い
ふ
か
し

と
解
す
る
が
、
院
が
こ
の
地
の
者
に
も
解
し
か
ね
る
詑
り
を
歌
に
詠
み
入
れ
た
と
は
思

わ
れ
ず
、
や
は
り
書
承
の
際
の
誤
写
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
新
古
今
和
歌
集
』
は
慈
円
の
返
し
と
し
て
次
（
㎜
）
に

　
　
お
も
ひ
い
づ
る
を
り
た
く
柴
と
き
く
か
ら
に
た
ぐ
ひ
し
ら
れ
ぬ
夕
煙
か
な

の
歌
を
載
せ
て
い
る
。

　
『
増
鏡
』
「
久
米
の
さ
ら
山
」
で
は
元
弘
二
（
；
…
二
）
年
隠
岐
へ
流
さ
れ
た
後
醍

醐
天
皇
が
後
鳥
羽
院
の
住
ま
い
の
跡
で
院
を
偲
ぷ
さ
ま
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
。　

　
か
の
島
に
お
は
し
ま
し
著
き
ぬ
。
昔
の
御
跡
は
、
そ
れ
と
ば
か
り
の
し
る
し
だ
に

　
　
な
く
、
人
の
す
み
か
も
稀
に
、
を
の
づ
か
ら
海
士
の
塩
や
く
里
ば
か
り
遙
か
に

　
　
て
、
い
と
あ
は
れ
な
る
を
御
覧
ず
る
に
も
、
御
身
の
上
は
さ
し
を
か
れ
て
、
ま
づ

　
　
か
の
い
に
し
へ
の
事
思
し
出
づ
。
か
＼
る
所
に
世
を
つ
く
し
け
ん
御
心
の
う
ち
、

　
　
い
か
ば
か
り
な
り
け
ん
と
、
あ
は
れ
に
か
た
じ
け
な
く
思
さ
る
㌧
に
も
、
今
は

　
　
た
、
さ
ら
に
か
く
さ
す
ら
へ
ぬ
る
も
、
何
に
よ
り
思
ひ
立
ち
し
事
ぞ
、
か
の
御
心

　
　
の
末
や
果
た
し
遂
ぐ
る
と
思
ひ
し
ゆ
へ
也
。
苔
の
下
に
も
あ
は
れ
と
思
さ
る
ら
ん

　
　
か
し
と
、
か
き
集
め
つ
き
せ
ず
な
ん
。

　
『
お
き
濃
す
さ
ひ
』
『
隠
岐
古
記
集
』
で
こ
の
贈
答
は
他
の
後
鳥
羽
院
の
詠
歌
と
と
も

に
一
括
さ
れ
て
伝
説
を
形
成
し
て
い
る
。
た
だ
し
後
者
の
場
合
後
醍
醐
天
皇
の
詠
歌
を

欠
く
。

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
『
お
き
濃
す
さ
ひ
』
で
は
次
の
よ
う
な
付
言
を
し
て
い
る
。

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

　
　
讃
州
の
俗
談
に
は
崇
徳
院
播
州
室
津
に
日
和
待
を
さ
せ
給
ひ
し
時
、
賎
が
女
が
ぬ

　
　
き
な
き
お
さ
を
た
て
置
て
け
ふ
も
う
み
う
み
あ
す
も
う
み
う
み
と
よ
ま
せ
給
ふ
と

　
　
い
ひ
伝
ふ

　
田
村
柳
壱
氏
注
（
1
6
）
で
は
第
四
類
本
に
位
置
す
る
。

　
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

　
拙
稿
「
隠
岐
の
小
野
篁
伝
説
考
」
（
『
山
陰
文
化
研
究
紀
要
』
第
二
十
四
号
、
昭
五
九
・

三
）
参
照
。

　
な
お
本
稿
で
は
触
れ
え
な
か
っ
た
後
鳥
羽
院
御
番
鍛
冶
を
め
ぐ
る
伝
承
の
考
察
に
っ

い
て
は
、
佐
藤
寒
山
（
貫
一
）
氏
に
『
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶
考
』
（
昭
四
九
・
七
、
後
鳥
羽

院
番
鍛
冶
顕
彰
委
員
会
発
行
）
が
あ
る
。

（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
）


